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平成30年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その２ 

平成30年２月20日（火） 

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（岡 弘悟君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は19人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（岡 弘悟君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（岡 弘悟君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において12番 堀内君、

13番 樽井君の２名を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（岡 弘悟君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 順番７、５番 坂口君。 

〔５番（坂口親宏君）登壇〕 

○５番（坂口親宏君）皆さま、おはようござ

います。朝一番の大きな声での返答、本当に

ありがとうございます。刷新クラブ、坂口親

宏です。よろしくお願いいたします。 

 突然ですが、ここで問題です。名探偵コナ

ン、そして、時空を超えたファンタジスタ、

ピーター・パン、これに続くものといえば何

でしょうか。議場でおわかりの方は手を挙げ

てくださいと私から申し上げるわけにはいき

ませんので、存じ上げている方はほほ笑みだ

け向けていただければよろしいかと思います。 

 ありがとうございます。お二方を除いて全

て皆さん、正解でございます。正解はこちら

でございます。当局の方も随分気になる方が

いらっしゃるようですが、正解はこちらです。

この壇上で通告書以外のものを持ち込むこと

ははばかられますので、通告書の裏面に書い

てまいりました。プリントをしてまいりまし

た。「天才を育てた女房～世界が認めた数学者

と妻の愛～」、番宣で、今、10チャンネルで放

送しておりますので、皆さん、おわかりだと

思います。 

 議場のカメラ、よろしければ、もう少し寄

っていただければ助かります。２月23日金曜

日です。ズームをしていただければ、よりＰ

Ｒになるんじゃないかと思いますが、２月23

日金曜日、午後９時から２時間枠での放送、

先ほど申し上げました、名探偵コナン、そし

て、ピーター・パンというのは、今月の金曜

ロードショーの10チャンネルのラインアップ

です。いよいよ３日後に近づいてまいりまし

た。佐々木蔵之介さんと天海祐希さん、この

ご夫婦の演じる岡潔、大変楽しみでございま

すけども、なかなかＰＲが行き届いていなく

てね。きょうの一般質問三つ目で、どのよう

にされたのかとお伺いいたしますけれども。 

 今、庁舎内にも張っておりますけれども、

読売テレビの広報部から届いたポスターが、

１週間ほど早く届きましたけれども、それに

しても、２週間前に届いたばかりですので、

なかなか告知が行き届いていませんでした。

それに合わせて紅白以上の視聴率をめざして

いるという橋本市なんですけれども、どのよ

うにされるおつもりなのか、今後どうされる

のか。通告書三つ目で、いろいろとお尋ねを

してまいります。 

 それでは、議長のお許しを得ておりますの

で、通告に従いまして一般質問をさせていた

だきます。 
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 まず、一つ目です。緊急時の防災情報の伝

達手段について伺います。 

 小さい項目の一つ目です。デジタル防災行

政無線の有効性についての検証です。 

 それから、二つ目、自動起動防災ラジオ導

入の是非について伺います。 

 それから、大項目の二つ目。市内の公共施

設、防災拠点や観光拠点での自治体Ｗｉ-Ｆｉ

の整備、その進捗を伺ってまいります。 

 大きい項目の三つ目。岡潔先生の生涯が読

売テレビ開局60年記念ドラマとして放送され

るにあたり、児童生徒、市民への広報と、放

送後のロケツーリズム活用の可能性を伺って

まいります。 

 以上、大きな項目三つになります。 

 それでは、明確なご答弁をお待ちしており

ます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の質問項

目１、緊急時の防災情報の伝達手段に対する

答弁を求めます。 

 危機管理監。 

〔危機管理監（坂本安弘君）登壇〕 

○危機管理監（坂本安弘君）おはようござい

ます。 

 緊急時の防災情報の伝達手段についてお答

えします。 

 まず、一点目のデジタル防災行政無線の有

効性についての検証ですが、平成28年９月議

会で答弁させていただいたとおり、デジタル

防災行政無線は、市内全域に一斉に情報が伝

達できるシステムとして非常に有効な手段で

ある反面、聞こえ具合に差があることや難聴

地域の特定が困難であるという問題点も認識

しています。 

 そのような状況のもと、昨年の台風21号で

は情報伝達の重要性を再認識させられました。 

 今後の対応としまして、既存の防災行政無

線テレホンサービスの周知や防災はしもとメ

ールへの登録の呼びかけをこれまで以上に行

っていくとともに、現在普及が進んでいる携

帯電話・スマートフォンを活用したエリアメ

ール、緊急速報メールにより避難情報等住民

の生命・財産にかかわる情報の積極的な配信

を実施し、難聴地域の対策とします。 

 続いて、二点目の自動起動防災ラジオ導入

の是非についてお答えします。 

 自動起動防災ラジオは、コミュニティ放送

事業者からの災害等に関する緊急情報を受信

した際に、電源がオフになっていても自動で

起動し、最大音量で放送を行うものであり、

住民への情報伝達手段の一つとして、総務省

においても推奨されているものです。 

 自動起動防災ラジオの導入には、自動起動

に対応した新たなラジオを購入することに加

え、コミュニティ放送事業者による緊急割り

込み装置の整備や市とコミュニティ放送事業

者と放送に関する調整や連携する情報の選択

等も必要となります。 

 本市といたしましては、新たな事業の導入

ではなく、既存のシステムを生かした対応と

して、先に述べたエリアメール、緊急速報メ

ールによるプッシュ型の情報配信を実施して

まいりたいと考えています。 

 しかしながら、情報配信の多様化は今後ま

すます必要になると考えられますので、議員

おただしの自動起動防災ラジオも含めて、こ

れからも調査・研究を進めてまいります。 

 また、これらの情報を伝えるには、受け手

となる住民の方々の積極的な情報収集が不可

欠となりますので、今後も情報発信手段の周

知に尽力します。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございます。 

 今のご答弁、少し整理をさせていただきま
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す。１項目め、行政防災無線のご答弁なんで

すが、聞こえ具合に差があるということは、

難聴地域の特定が困難ということを認識され

ていらっしゃる。そんな中で、昨年の台風21

号で情報伝達の重要性を再認識されていらっ

しゃる。しかし、現在普及が進んでいるシス

テム、携帯電話・スマートフォンを活用した

エリアメール、あるいは緊急速報メール、防

災はしもとメールなど、難聴地域への対策と

すると、このようなご答弁でございました。

これを一度確認させていただく意味で、整理

をさせていただきました。 

 危機管理室のホームぺージにはこのように

書かれております。非常に重要な文言ですの

で、音読をさせていただきます。「デジタル防

災行政無線からの放送は、強風や雨などの気

象条件などに影響されやすいため、屋内で流

れる放送とは異なり、地域によっては聞き取

りにくい場合があります。また、屋内でも住

宅の遮音性の向上により、聞こえない、また

は聞き取りにくい状況が生じる場合がありま

すのでご承知おきください」、このように書か

れております。この文言は、私にとっては、

聞こえないところは聞こえないけど、ごめん

ねというふうに伝わってまいります。聞こえ

ない地域の仮に高齢者の方がいらっしゃる場

合、どのようにされるのか。この質問をしよ

うと思ったきっかけはこういったところです。 

 ちょっとご準備をしていただきたいんです

が、今、議場にいらっしゃる、タブレット端

末、ノートパソコンをお持ちの方、自動起動

ラジオで検索をしてみてください。あるいは、

緊急告知防災ラジオで検索をしていただけれ

ば、いろいろとヒットしてくるかと思います。

この後、いろいろと具体的に質問をしてまい

りますので、映像であったり、価格であった

り、どのような機能があるのかをおわかりい

ただけると思います。もう一度言います。自

動起動ラジオ、これで検索をしていただけれ

ばヒットすると思います。ご準備をお願いい

たします。 

 具体的にお話を伺ってまいりますが、皆さ

ん、ご存じだと思うんですが、屋外の拡声の

今の子局、百数十箇所だと私は記憶している

んですが、具体的に何箇所あるのか。 

 それと、もう一つ。これは指向性のスピー

カーを使っていますので、４方向ですね。で

すので、可聴地域、すなわち、音声が届く範

囲は何ｍあるのか。今、二つ聞きましたよ。 

 それと、実際に聞こえない地域の世帯は、

実際には困難だとおっしゃっていましたけど、

どのように調査をされているのか。三つ目で

すね。聞こえない地域の世帯は何世帯ぐらい

あるのか。 

 それと、聞こえない地域の世帯の中でも、

その中で高齢者の世帯は何世帯ぐらいあるの

か。 

 合計五つ伺いました。では、ご答弁をお願

いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）全ての質問に答

えていなければ、注意をしていただければと

思います。 

 防災行政無線の子局については、市内全域

で129局ございます。 

 それから、この防災行政無線につきまして

は、平成19年度から22年度、４年間をかけて、

数億のお金をかけて導入しておるんですけれ

ども、平成22年から23年にかけて、いわゆる

音達エリア調査という調査を実施しておりま

す。この音達調査につきましては、東西南北

300ｍ地点と500ｍ地点の計８箇所における音

の調査をした結果、調査地点でばらつきがあ

るものもありますが、300ｍ地点でほぼ平均60

～80㏈程度、500ｍ地点で約40～70㏈程度の音

量の結果が出ており、基本的に屋内に関して
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は、ほぼ市内全域をカバーしておるものとい

うふうに認識をしております。 

 それから、室外につきましては、今、申し

上げたとおりなんですけども、室内における

難聴といいますのは、議員もおただしのよう

に、建物の遮音性の問題でありますとか、そ

のときどきの気象条件によって相当変わって

まいります。そういったことも含めて、なか

なか難聴地域の特定というのが困難でありま

すので、難聴の世帯数までを把握していると

いうわけではありません。 

 同じように、高齢者の世帯につきましても、

特定をできておるということではございませ

ん。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）それでは、確認の意味

で伺います。既存のシステムで難聴地域の対

策とするというご答弁でしたけれども、防災

はしもとメール、きのうも着信をいたしまし

て、いきいき長寿課のほうから、すばらしい、

よかったなと思ったりしていますけれども、

職員の方でしたら既に皆さん、登録をされて

いらっしゃると思うんですが、この防災はし

もとメール、非常に簡単に登録はできるんで

すが、では、70代あるいは80代、それぞれ何

人の登録をされているのか。防災はしもとメ

ールの全体の登録者数と、それと、70代の人

たち、80代の人たち、何人ぐらい登録をされ

ているのか。男女別、それと、市外、市内で

どれぐらい登録をされているのか。それと、

なおかつ地域、どういったところの人たちが

登録をされているのか、伺います。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）28年の９月議会

で防災メールの登録数を、全体でございます

けども申し上げております。その時点では、

4,600名、人口当たり7.1％の登録でございま

した。 

 その後、いろいろな機会を捉えて、テレホ

ンサービスもそうなんですけども、防災訓練

ですとかというところで、直接的に防災訓練

に参加していただいた方々にＱＲコードをお

渡ししたり、テレホンサービスのステッカー

をお渡ししたりして、啓発に努めておるとこ

ろでございます。その結果といいますか、現

時点で5,600名、去年の９月から比べますと、

約1,000名の登録者数が増えてございます。人

口当たりでいきますと、8.8％ということにな

ります。 

 この登録につきましては、メールアドレス

のみを登録していただくという形になってお

ります。ですので、登録時に、年齢ですとか、

地域ですとか、性別ですとかという情報を入

力していただいて登録していただくというも

のではございません。できるだけ簡単に登録

していただきたいということもございまして、

メールアドレスだけで登録をしていただいて

おりますので、その他の質問に対する答えと

しては把握ができないということでございま

す。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）であれば、先ほどおっ

しゃった難聴地域での対策というのとの整合

性がなかなか合わない。難聴地域での高齢者

世帯数が把握できていらっしゃらない。なお

かつ、防災はしもとメールの対象者さえ把握

できていない。ですので、たくさんの方に登

録をしていただくというのはメリットでもあ

りますけれども、どういった方が受信をされ

ているのか、男女別さえわからない。登録者

数の人数は今おっしゃっていましたけれども、

人数もわからない、世代もわからない、高齢

者の方がお使いいただいているかどうかもわ

からない。それで、携帯電話やスマートフォ

ンを利用したエリアメール、緊急速報メール

と合わせて、この防災はしもとメールを難聴
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地域への対策とするというのは、整合性が少

し合わないような気がいたします。 

 私が、今、申し上げているのは、今やって

いる防災行政無線が全くだめだということは

一言も申し上げているつもりはありません。

すばらしいシステムだと思います。当時とし

ては、いくらお金がかかったのかも知りませ

んけれども、すばらしいシステムだと思いま

す。現在の半鐘みたいなものですよね。すば

らしいシステムだと思います。これを全くや

めて、私が提案している自動起動ラジオに全

て切りかえましょうというような提案をして

いるつもりは全くございません。少なくとも、

難聴地域がある。その地域の世帯数さえ十分

に把握できていない。それなのに、既存のシ

ステムに固執して、携帯電話、スマートフォ

ンの防災エリアメール、緊急速報メール、防

災はしもとメールに対策とするというのは、

いかがなものかというような気持ちがして、

質問をしております。 

 なおかつ、昨年の台風のように、夜の暴風

雨の閉め切った室内では、さらに聞こえる可

能性が少ないと思います。そういうときのた

めに、総務省が推奨している自動起動ラジオ

というのが、現在では導入をされているんじ

ゃないかというふうに思います。 

 稚内市で導入されている一例をご紹介した

いと思いますので、しばらくお待ちください。

資料が輻輳しておりますので、十分な整理が

できておりませんので、しばらくお時間をく

ださい。 

 いろいろと推奨されている地域がありまし

て、皆さん、防災行政ラジオ、ヒットされま

したか。こういうものです。防災行政ラジオ、

フラッシュなまず、緊急地震速報検知機能つ

き、すばらしいですね。Ｊアラートなんかも

対応しているので、もう皆さん、調べていた

だいていると思うんですが、電源がオフにな

っている、あるいは、ほかの周波の番組を聞

いていても、緊急地震速報であったりとか、

防災無線を検知すれば、瞬間的に大音量でそ

の放送が流されるというものですね。 

 調べたところでは、フラッシュなまずが１

万3,000円、それから、防災行政ラジオ、いろ

いろと各メーカーから出されておりますけれ

ども、こちらも防災行政ラジオ、簡易型戸別

受信機というような言い方もされております

けれども、こちらは8,000円でお買い求めいた

だけます。テレホンショッピングみたいにな

ってしまいましたけれども、だいたい１万円

前後でお買い求めいただけるというものでご

ざいます。 

 これを買う買わないは別にして、新しく、

高齢者の方にスマートフォン、シルバーフォ

ンをお持ちいただいて、ランニングコスト等

を考えてみますと、１万円が高いのか、8,000

円が高いのか、おわかりいただけるんじゃな

いかと思いますけれども、その費用はどうす

るのかとかそういった議論は、もし質問をさ

れましたら、私は答えようもないんですけど

も。 

 さらに、オプション機能として、職員参集

システムというのがあります。これは激甚災

害が起こったとき、皆さん、心配されていら

っしゃると思うんですが、庁舎に何人の職員

が来てくれるのか、これが一瞬でわかるシス

テムです。最大延べ人数１万名まで緊急情報

を送信することができて、音声による情報の

カスタマイズも可能。送信先の受信確認のた

めの返信受け付け機能、集計機能までついて

いる。ですから、瞬間的に、職員の方が何人

到着するのかというのがわかる機能になって

います。こういうオプションも、この自動起

動ラジオをつけることによってできるという

ことなんです。 

 稚内市の導入事例です。これ、何を読むか
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というと、総務省が推奨している各地域の自

動起動ラジオの推奨事例です。参考になると

思いますので、少し音読をさせていただきま

す。「稚内市は、行政面積が広く、防災行政無

線の整備を行うためには、多大な費用がかか

ることから、防災行政無線の整備が進んでい

ませんでした。しかし、平成23年３月に発生

した東日本大震災を契機に、稚内市でも防災

情報を全市民に伝える仕組みの整備を検討し

ました。幾つかの手法を検討した結果、より

安価な形で、市民に災害等に係る情報をいち

早く伝達することができる地域密着のコミュ

ニティ放送局である株式会社エフエムわっか

ないと連携した緊急告知防災ラジオの整備を

行うことにしました」と。緊急告知防災ラジ

オと自動起動ラジオは同じです。このように

なります。 

 行政面積が広くて、それで、先ほど本市で

は129箇所の防災行政無線を設置しています

けれども、より安価な方法で緊急告知防災ラ

ジオを設置する選択をしたというのが稚内市

の事例です。何度も申し上げていますように、

私が今既存のシステムを全否定して、全部こ

の自動起動ラジオに置きかえましょうという

提案をしているわけではありません。難聴地

域、少なくとも、高齢者世帯への命にかかわ

る防災情報をいち早くお届けするためには、

スマートフォンであったりとか、携帯であっ

たりとか、そういうことを高齢者にお勧めす

るよりも、8,000円か１万円前後しますけれど

も自動起動ラジオをお勧めして、瞬間的に大

音量で命の情報、防災情報が伝わる、自動起

動ラジオをあわせて導入したらどうかという

提案をさせていただいております。 

 ちなみに、何回も申し上げるように、反論

をするようで恐縮ですけれども、携帯電話、

スマートフォン、笑い話ではありませんけれ

ども、70歳、80歳のご高齢者が買っていただ

いたその日に、大変高価なものですから、仏

壇に電源を切ってお供えしているという話も、

笑えませんか。そういう話も聞きます。だか

ら、私が申し上げたいのは、使い方がなかな

かわからないとか、設定がわからないとか、

エリアメールであったりとか、防災メールは

登録さえすれば着くものですけれども、それ

よりも、自動起動ラジオであれば、電源をオ

フにしていて仏壇に祭っていっても、すぐに

瞬間的に大音量で緊急地震速報であったりと

か、防災行政無線で流れるような放送が流れ

ると、そういうものがあるんですから、導入

されてはどうですかというような提案をして

いるわけなんです。 

 じゃ、簡単に伺います。私がしゃべってい

ても仕方がないので。非常に気象条件が悪い

ときに、深夜、非常に一番最悪の条件を考え

た場合、高齢者世帯のお一人暮らし、あるい

は、高齢者世帯のお二人暮らし、こういった

方たちへの情報というのはどのようにされる

つもりなのか。あくまでも現在のシステムで、

携帯電話、スマートフォンで十分だと思って

いらっしゃるのか、ここはいかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）確かに、おっし

ゃるように、緊急告知ラジオというのも情報

伝達手段の一つであるというふうには思って

おります。議員おただしの高齢者世帯の方に

ということでありますが、防災行政無線にし

ても一つの情報伝達の手段であります。橋本

市では、防災行政無線だけではなしに、防災

メール、テレホンサービス、それから、場合

によっては、ＦＭはしもとさんに放送をお願

いする。それから、避難指示あたりの状況に

なってきますと、広報車を走らせてアナウン

スさせていただくというようなことで、いろ

んなツールを使って情報伝達に努めていると

ころでございます。 
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○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）今のお答えでは十分に

心にしみわたるようなご答弁にはなっていま

せんでしたね。ご自分のお父さん、お母さん

が、もし難聴地域にいらっしゃった場合、ど

のようなイメージをされるのか。何回も申し

上げているように、一番気象条件が悪いとき、

条件が悪いときに、命にかかわるような防災

情報が発信されたときに、ご高齢者の世帯に

届かないというイメージがあったときに、テ

レホンサービスがあるので電話したらよろし

いやんとおっしゃるのか、あるいは、エリア

メールでちゃんと聞けばいいやんとおっしゃ

るのか。そのために、スマートフォンを、お

父さん、お母さんに買って差し上げるのか。

そういうようなイメージをぜひ持っていただ

きたいんですけれども。 

 ここはどうですか。ここは非常に大事なと

ころなので、もう一度伺いますけれども、一

番条件が悪いときに、高齢者世帯への情報を

どのように伝達するのか。ここだけもう一回、

お答えいただいてよろしいですか。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）ですので、今後、

防災メールに連携したエリアメール、緊急速

報メール、これは全く登録が要りません。携

帯電話、スマートフォンをお持ちであれば、

連絡が届くという、これはかなり有効的な情

報伝達手段であるというふうに思っておりま

す。 

 現在、そしたら、どこまで携帯電話を高齢

者の方がお持ちになるかというところでござ

いますけれども、橋本市で、いくらの高齢者

の方が携帯をお持ちかという詳しい数字は当

然わかっておりませんが、ちなみに、全国的

な高齢者世帯の携帯電話、スマートフォンの

普及率は81.9％。和歌山県全体での普及率と

いうのは、94.2％というふうになっておりま

して、登録なしで携帯電話、スマートフォン

をお持ちの方であれば、そういった情報が文

字情報として届く、一度聞き逃しても、文字

で確認できるというものでございますので、

非常に有効的なものであるということも含め

て、既存のツールを使えるということも含め

て、このことを最前線といいますか、一番有

効な手段として、これから実施していきたい

というようなことでございます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございます。

防災関係の伝達手段については、幾つ発信チ

ャンネルがあってもいいわけで、想定外のこ

とが起こるのが激甚災害で、備えあって憂い

なしと言われるように、平時にいろいろな準

備をしておくのがベストベストかなという思

いがありまして質問をさせていただきました

が、念のために伺いますけれども、今回、是

か非かというような問い方をしている私も悪

いんですけれども、大局的に見て、丸に近い

今回の既存システムへの固執なのか、あるい

は、限りなくゼロに近い既存システムへの固

執なのか、このあたりと、それと、ハードル

が高い理由にちょっと首をかしげたくなるよ

うなものがあるんですけれども、コミュニテ

ィ放送事業者による緊急割り込み装置の設置

の整備、それと、市とコミュニティ放送事業

者の放送に関する調整、それから、連携する

情報の選択が必要になるのでできないという

ふうに私はとってしまうんですけれども、こ

の仕事というのは、そもそも危機管理室のお

仕事じゃないかと思うんですけれども、こう

いう準備をしなければならないので、できな

いというような言い方をされていらっしゃる

ように思うんですけれども、では、その緊急

割り込み装置を導入した場合の費用というの

はお調べになっていますか。 

 それと、放送に関する調整や連携する情報
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の選択というのは、現在の仕事、業務にこの

仕事がかぶってくると大変負荷がかかるのか。

ここはいかがですか。丸かバツは後で、副市

長に伺います。副市長の直轄なので。 

 ですから、今、お尋ねしているのが、緊急

割り込み装置の費用、それと、コミュニティ

放送事業者に関する調整とか、情報の選択、

この仕事が危機管理室の仕事になると負荷が

かかるのかどうか、この三点です。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）実は、少し古い

お話になるわけでございますけども、25年の

６月に20番議員から、ＦＭはしもとを利用し

た防災ラジオ、緊急告知ラジオの導入につい

てのご質問がございました。当時の名張市を

視察した後の状況でして、先ほど、５番議員

が申し述べられたように、名張市でも防災行

政無線の整備にかえて防災ラジオを導入した

というのがございます。そういったことも含

めて、橋本市で防災ラジオを導入しないかと

いうようなご質問をいただいて、当時の企画

部長から答弁をさせていただいておるんです

けども、初期費用として、緊急割り込み装置

も含めて、約500万円程度の費用がかかると。

それから、月々に利用料も若干かかってくる

というようなことがありまして、導入につい

ては困難であるという答弁をさせていただい

ております。 

 そのときの答弁が特に変わっておるわけで

はございませんで、ただ、それ以降、何もし

ていないということではございませんので、

ＦＭはしもとと、災害時の防災放送協定とい

うのを結ばせていただいておりますし、それ

から、テレホンサービスの開始と、それに合

わせて、テレホンサービスの電話番号をシー

ルで全戸に配布するなどの手だてはさせてい

ただいておりまして、ＦＭはしもとさんと、

いろいろと防災に係る協議をしていくという

のは、当然、危機管理室の仕事の一つである

というふうには考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。時間も残り少なくなってまいりますので、

あと二つ大きな項目があるので、このあたり

にしたいと思いますが、最後に、副市長直轄

でございますので、先ほど私が伺いかけまし

た、是か非かではなくて、ペケに近い非なの

か、あるいは大局的に見て、これからも調査

研究をして、時期を見て導入する可能性もあ

るのか、鋭意研究をこれから進めていくのか、

いくというふうにご答弁をいただいているん

ですから、副市長に最後に、ここまでのやり

とりを聞いていただいているので、行政のプ

ロとしてどのようにお感じになるのか、副市

長からご答弁をいただきます。 

○議長（岡 弘悟君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）結論から申し上げま

すと、ゼロに近いという結論になるかと思い

ます。以前にも、先ほどちょっと答弁させて

いただきましたように、ご提案いただいたこ

ともございますし、その以前にも、私もこの

システムについては研究をさせていただいた

こともあるんです。コストパフォーマンスか

らいいますと、防災行政無線よりはこちらの

ほうが有効であるというのは、議員ご指摘の

とおりでございまして、経費も、防災行政無

線よりは、実は、全戸に配ったとしても安く

上がるというようなところまで検討はしてお

ります。 

 しかし、残念ながら、防災行政無線を先に

設備をしてしまいましたので、選択の余地は、

現時点ではありません。防災行政無線を、今

さら大きな金額をかけて投資したものをやめ

るというわけにはいきませんので、現時点で

は、防災行政無線を活用しながら、先ほど申

し上げましたような補完的なことを考えてい
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く選択しか、現時点ではないと思っておりま

す。その前にこういう選択肢があれば、ひょ

っとしたら、橋本市でも防災行政無線をやめ

てこちらのシステムを採用しておったかもわ

かりません。それはその時点の選択でござい

ますので、これは今さら仕方がないんではな

いかというふうには思っておりますので、現

システムを十分活用しながら、先ほど申し上

げましたような形で補完していって、完全に

漏れのないようにというのはなかなか難しい

わけでございますけども、できるだけ完全に

近い形の情報伝達をしていきたいというふう

に考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）副市長のお言葉ですか

ら、納得をさせていただきました。ただ、私

個人としては、ウインドウズ95のパソコンを

買っちゃったので、ウインドウズの最新バー

ジョンは買えないですよと言われているのと

同じで、少し気持ちがしゅんといたしました。

買う時期というのは、パソコンも、防災伝達

手段を買うのも本当に難しゅうございまして、

いつ買うのか、導入するのか、本当に難しい

ですね。一つ勉強になりました。 

 時間もありませんので、２項目めに行きま

す。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、自

治体Ｗｉ-Ｆｉの整備、その進捗に対する答弁

を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（吉本孝久君）登壇〕 

○総務部長（吉本孝久君）自治体Ｗｉ-Ｆｉの

整備とその進捗についてお答えします。 

 まず、Ｗｉ-Ｆｉの整備状況ですが、学校施

設、小学校15校、中学校５校について、教員、

児童生徒が活用するタブレット等の端末は、

学校ネットワークにＷｉ-Ｆｉ接続が可能で

す。また、個々端末からもインターネット接

続ができます。学校施設については、拠点避

難所となっておりますが、スマートフォン等

個人所有の端末でのＷｉ-Ｆｉ接続及びイン

ターネット接続については、現システムにお

いては、技術上困難であり、新たに防災専用

のネットワークの構築が必要です。また、他

の教育施設において、フリーＷｉ-Ｆｉ環境が

整備されているのは、橋本市図書館のみです。 

 次に、観光拠点での整備については、和歌

山県による和歌山フリーＷｉ-Ｆｉ整備事業

を活用し、インバウンド対策として、本市で

は、平成27年度に橋本駅、高野口駅、橋本市

地場産業振興センター及びはしもと広域観光

案内所の４箇所にアクセスポイントを設置し

ました。また、市内全体では、自ら県の取り

組みに参加した事業者などにより、平成30年

１月29日現在、先ほどの４箇所に加えて51の

アクセスポイントが整備されています。 

 自治体業務におけるＷｉ-Ｆｉ利活用につ

いては、一般財団法人全国地域情報化推進協

会から、利活用のガイドブックとして、具体

的な検討事項や手順がまとめられています。 

 その中で、自治体によるＷｉ-Ｆｉ整備、活

用の目的として、観光客、特に訪日外国人観

光客へのインターネットアクセスの提供、防

災業務における防災拠点との通信手段や発災

時のインターネット接続の提供、公共施設に

おけるＷｉ-Ｆｉによるインターネットアク

セスの提供などが示されており、全国的に利

活用が広がっていることは認識しているとこ

ろです。 

 議員おただしのように、災害時においては、

スマートフォン等による安否確認、情報収集

等が重要であると考えています。拠点避難所

となる学校施設や公民館等へのＷｉ-Ｆｉ環

境の整備については、他自治体、関係機関等

からの情報収集に努め、より効率的に設置で

きるよう、時期を見きわめてまいります。 
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○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。では、ちょっと今のご答弁にも少しあり

ましたけれども、総務省が推奨している自治

体Ｗｉ-Ｆｉの推奨理由として、防災面と観光

面でそれぞれどのようなメリットがあるから

推奨されているのか、本市ではどのような認

識をされているのか。経済推進部と危機管理

監にお伺いします。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）壇上でも総務

部長が答弁させていただきましたとおりに、

Ｗｉ-Ｆｉの整備によりまして、外国人に非常

に有利な外国語による観光情報の提供であっ

たり、また、フリーＷｉ-Ｆｉからいろんな橋

本市、県内の観光情報をしっかり国内の方に

もご覧いただいて、観光交流人口を促してい

けるものだと、そういうふうに考えておりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）Ｗｉ-Ｆｉ環境が、

例えば、避難所にということであれば、これ

は非常に貴重な情報源ということになろうと

は考えております。 

 ただ、実は、去年の台風等で３回ほど避難

所を開設したことがございまして、そのとき

どきに避難所従事職員が避難住民からいろん

なご意見を聞く中で、Ｗｉ-Ｆｉ環境といいま

すか、インターネットよりも、一番にテレビ

の情報が欲しかったというようなことがござ

いましたので、私もそこのところを重点的に

まずは取り組んでいけたらということで、学

校にはテレビがございまして、新たなテレビ

の購入ということも必要ではございませんの

で、あとはアンテナだけの問題ですので、教

育委員会とその点について、協議をまず進め

ていきたいなというふうには考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）伝達手段というのは複

数あっていいわけで、テレビもあっていいん

ですよ。テレビもなければだめだと思うんで

すが、想定外の激甚災害が起こった場合、電

話回線が錯綜している。いわゆる、既存のシ

ステムがダウンしている場合、あるいは固定

回線のインターネットのＷｉ-Ｆｉというの

も非常に有効な情報収集手段であると思うん

ですが、今のご答弁では、学校施設について

は、避難箇所となっているのにもかかわらず

技術上困難であるというのは、これはどのよ

うな認識を教育現場としてはお持ちなのか。

教職員の皆さんは使っていらっしゃると思う

んですが、緊急時モード、平常時モードとい

うのが当然あろうかと思います。セキュリテ

ィーと、それと利便性というのは、これは反

比例するものですから、平時ではセキュリテ

ィー性を高めてお使いになったらいいと思う

んですけれども、緊急時あるいは激甚災害が

起こったときには緊急時モードで対応して、

一般に開放するようなことはできないのか。

技術上、技術上というのは日本語的にもおか

しい、技術的にとかと言うべきだと思うんで

す。技術上、困難であるというのは、これは

どういうことなのか、ご説明いただけますか。

そのものを克服するために費用がかかるもの

なのかどうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）ただ今のご質問に

お答えをいたします。 

 学校内にあるネットワークにつきましては、

当然、学校の職員、それから生徒、児童のネ

ットワークということでの構築をしてござい

ます。一般の方の携帯については反応といい

ますか、アクセスポイントに整備していませ

んので、それは使えないということでござい
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ます。 

 使うようにするにつきましての技術的な問

題といたしましては、今、学校のＷｉ-Ｆｉを

通じてインターネットに行く場合には、生徒

等については全てアクセスのコードを与えて

おりまして、飛んでいっている、出ていると

いうようなことになります。それを一般開放

するということになりましたら、まず、学校

内の機器の設定の費用として、これは概略で

ございますが、500万円程度必要と聞いており

ます。それから、一旦、市のほうに飛んでい

きまして、そこからインターネットの外へ出

るということの設定でございまして、その分

につきましても、500万円程度が必要であると

いうふうに聞いております。 

 ランニングコストにつきましては、学校内、

既設のものを利用できるということですので、

追加の費用は発生しないということでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）２番目の項目について

は進捗を伺うだけですので、通告書には進捗

を問うというふうに書かせていただいており

ますので、これ以上突っ込んでお話を聞くつ

もりもないんですけれども、議場でさえ、議

会事務局から市販のＷｉ-Ｆｉの電波が届い

ているだけで、５台程度つながれば使えない

わけなんですが、今後、庁内であったりとか、

あるいは、公民館であったりとか、そういっ

た公共施設にＷｉ-Ｆｉ設備を導入していく

おつもりはあるのかどうか。これは以前、総

務部長にもお話をしているんですけれども、

ＮＴＴの光回線と光コラボレーションといっ

た手法を連携すれば、それほど大きな費用は

かからないというふうにお話をしているんで

すけれども、今後の拡張計画についてはどの

ようにお考えなのか、総務部長に伺います。 

○議長（岡 弘悟君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）まず、先ほどの議

員おただしのＷｉ-Ｆｉの導入につきまして

は、庁舎、それから、公共施設等に導入して

はどうかというお話なんですけども、公共施

設に導入するにあたりましては、まず、月額

１万円程度の通信費がかかります。それで、

いろいろと調査をしたんですけども、ギガら

くＷｉ-Ｆｉとか、光コラボレーションという

ふうなことも考えたんですけども、なかなか

ランニングコストのほうがかかってくるとい

うことで、まず、庁舎のほうでＷｉ-Ｆｉが活

用できないかということで、今後、余ってく

る回線を活用しまして、まず、公共施設の庁

舎から整備をしていきたいというふうに考え

ております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）以上です。次、３項目

めをお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目３、岡

潔先生のテレビドラマ放送にあたっての市民

広報と放送後のロケツーリズム活用に対する

答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）橋本市名誉市民で

ある岡潔博士は、明治34年に大阪市でお生ま

れになり、幼少期・青年期の大半を岡家の郷

里である本市紀見峠で過ごされました。その

後、京都帝国大学を卒業し、同大学のほか、

広島文理科大学（現広島大学）、北海道帝国

大、奈良女子大学で勤められ、奈良女子大学

では、名誉博士号が贈られています。 

 岡博士の最も大きな業績は、数学の分野に

おける多変数解析函数についての研究で、こ

れにより昭和26年には日本学士院賞、昭和35

年には文化勲章が贈られ、翌36年には橋本市

名誉市民の称号をお贈りしています。 
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 さて、議員おただしのとおり、来る２月23

日金曜日午後９時から、読売テレビ開局60年

記念番組として、博士の生涯をドラマ化した

「天才を育てた女房～世界が認めた数学者と

妻の愛～」が、佐々木蔵之介さん、天海祐希

さん主演で放送されます。 

 本市では、この番組をできるだけ多くの方

に見ていただき、より一層岡博士を知ってい

ただくため、広報に努めています。 

 １月５日の区長理事会で報告するとともに、

２月広報配布時の回覧についてもあわせてお

願いし、お知らせの回覧を配布させていただ

きました。 

 また、本年の成人式において、新成人の皆

さんにも、この機会に岡博士について知って

いただけるよう、会場内にＰＲ看板を設置す

るとともに、一人ひとりにチラシを配布する

など広報を行いました。 

 ２月７日には、市立小・中学校の校長会で

各学校の算数・数学の授業などで、本市の名

誉市民である岡博士について児童生徒に話し

ていただくようお願いするとともに、学校へ

のポスターの掲示をお願いしました。 

 その他ポスターは、本庁舎のほか、保健福

祉センター、各公民館など公共施設に掲示す

るとともに、岡潔数学ＷＡＶＥの方々のご協

力を得て、人の出入りが多い駅やスーパー、

コンビニなどにも掲示させていただいたとこ

ろです。 

 さらに、ホームぺージ上でも、本市の名誉

市民である前畑秀子さん、古川勝さん、吉田

六右衛門さんとともに岡潔博士の業績を紹介

させていただき、あわせて今回のテレビドラ

マの放送をお知らせしているところです。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）次に、記念ド

ラマが放送された後のロケツーリズムの可能

性についてお答えします。 

 放送予定のドラマロケ情報が明らかにされ

ていないので、本市が撮影地になっていたか

どうかは定かではありません。本市がロケ地

となっていれば、岡潔博士の魅力とあわせて、

ロケ地情報を本市ホームぺージや各種ＳＮＳ、

和歌山県の観光情報サイト等により発信し、

博士の魅力に引かれる方々を誘客できるので

はないかと考えています。 

 また、仮にロケ地になっていなかった場合

でも、いわゆる聖地巡礼のような形で、既存

の顕彰碑などを活用し、岡潔博士の功績と魅

力を普及、啓発していくことで、本市のイメ

ージアップと観光客による域内消費を高めて

いければと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）今の経済推進部長のご

答弁でしたけれども、仮にロケ地になってい

ないんです。本市ではロケ地になっておりま

せん。ロケ地になって採用されているのは、

埼玉県の造り酒屋です。これは建物の外観だ

けで選ばれたそうです。残念ながら、本市で

はロケ地にはなっていないんですが、それを

承知で伺っているんですが、ただ、本市とし

ては、全く誘致活動をしていない中で、まさ

に、言葉は悪いんですけれども、棚からぼた

もちみたいな感じで落ちてきたわけですから、

このぼたもちをしっかりと味わえれればなと

いうことで質問をさせていただきましたが、

経済推進部長はいろいろとアイデアをお持ち

だと思うんですけれども、域内消費を高めて

いければというようなことをご答弁いただい

ているんですけれども、具体的にどのような

アイデアをお持ちでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）私に入ってお
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る情報では、今回、放送されるドラマは、紀

見村という言葉が、どうもドラマの中で登場

するようです。先生が広島の大学で教鞭をと

られた後、いろいろあって、紀見村に帰郷さ

れ、仕事のない苦難な時期、約10年間の生活

を題材にしておるというふうに聞いておりま

す。 

 ただ、その10年間に、いろいろ先生の数々

の数学的発見のきっかけがあったと、そうい

うふうにも聞いております。先生が帰郷され

た時代によく歩かれた情緒の道や先生に関係

のある地、生誕の碑なんかもありますし、お

墓もありますし、そういったものを、例えば、

岡潔先生の数学ＷＡＶＥの皆さんに詳しいガ

イドをしていただいて、説明していただくこ

とによって、博士の魅力に触れていただくと

いう、そういうツーリズムが今後考えられて

いくと思います。 

 したがって、教育委員会や数学ＷＡＶＥの

皆さまと連携して取り組んでいければいいか

なというふうには考えておるところでござい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございます。

では、今、お話をされました数学ＷＡＶＥの

皆さんと連携をしてというようなお話でござ

いましたけれども、２月23日金曜日、夜９時

からの放送、金曜ロードショー、３日後にな

ります。私が心配しておりましたのが、なか

なか市民の皆さんにこの情報が伝わっていな

いんではないかという老婆心です。回覧板等

でもお伝えしているんですけれども、なかな

か市民の皆さんにこの情報が伝わっていない。 

 本当に、橋本市の名誉市民の岡潔先生がド

ラマとして採用されて、人となり、本当に天

海祐希さんのほっぺたに難解な数式を書かれ

る岡潔先生のこの風景、この１枚だけを見て

も、子どもたちに本当に数学に対する夢とロ

マンを与えるんじゃないかと思うんですけれ

ども、できたらパブリックビューイングしよ

うという、生じゃないんですから、そういう

提案はしませんけれども、２月23日、もう３

日後です。議会の状態は、そのときは委員会

だけなんですけれども、有志の、燃える気持

ちをお持ちの、同僚議員も皆さんお持ちです

から、白黒でコピーしてもいいですから、来

庁される皆さんに、２月23日、今夜放送です

よと、大きなポスターを背にお配りするとか、

あるいは、大型の商業施設で声をかけて数時

間お配りするとか、そういった広報活動をし

てもいいんじゃないかと思うんですが、教育

委員会はどのようにお考えですか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）これまでも、さま

ざまなところで広報をさせていただいてござ

います。今、ご提案をいただきました内容に

つきましては、現在、考えてございません。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。教育委

員会ではお忙しいですから、金曜日、平日、

なかなかお忙しいですから、しかし、気持ち

の熱い同僚議員はひょっとしたらいらっしゃ

るかもしれませんので、また、２月23日、庁

舎内の入り口であったりとか、大型商業施設

のスーパーとかで、今夜放送です、岡潔先生

のドラマを見てくださいとか、そういうこと

を訴える議員の皆さんもいらっしゃるかもし

れません。 

 残り、あと５分を切っておりますので、こ

れは読売テレビの開局60年スペシャルドラマ

ですよ。読売テレビとしては命運をかけた、

本当に社運をかけたドラマですよ。これは岡

潔先生の人となりをご存じの方がいらっしゃ

って、企画をしてドラマにしようという発想

をお持ちの方がテレビドラマの現場にいらっ
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しゃったというのは、本市にとってはすごく

本当はうれしいことだと思うんです。こちら

から提案したわけでもないのに、本当にうれ

しいことだと思うんです。 

 ですから、最後の提案です。主演の佐々木

蔵之介さん、よしんば、天海祐希さんをお招

きして、本市で教育委員会主催の講演会であ

ったりとかを開かれたらどうかなという、夢

のあるような話なんですけれども、教育長は

今、私の言葉と同時に首をかしげられました

けれども、多分、お金がないからどないする

んやみたいな話になると思うんですけれども、

そのあたりは、前畑秀子の朝ドラ誘致のよう

に、缶バッジを１個1,000円で売ったりとか、

そういったところで、あるいはクラウドファ

ンディング等の手法を通じて費用を捻出した

りとか、そういったこともできるんじゃない

かと思うんですけれども、残り３分少々にな

りましたけれども、教育長が首をかしげられ

ていたので、そろそろ私のところに振ってく

るんじゃないかと、今、お待ちだと思うので、

ぜひ、この天才を育てた女房、子どもたちに

数学への夢とロマンを与えるために、佐々木

蔵之介さんを少なくともお呼びして、この企

画を提案したテレビマンを招聘して、子ども

たちの前で語っていただきたいな、市民の前

で語っていただきたいなというそういう気持

ちがあるんですけれども、これはどうでしょ

うか。 

 それと、時間がないので、あと一つだけ提

案させてください。東京橋本会、今年に限っ

ては７月とか８月とか、そのような月が言わ

れていますけれども、お金の心配をされるの

であれば、東京橋本会、経営者の皆さんがい

らっしゃいますから、こういったところもご

協力をお願いして、３日後ですのでメール等

で発信して、ぜひ見てくださいねという提案

をしたらどうかというのと、それと、もう一

つ、時間がありませんので。二次使用、これ

は非常に大事な話です。勝手に録画したもの

を、勝手によそで放映したりすることはでき

ませんので、上映会をしたりすることはでき

ませんので、読売テレビの広報を通じて二次

使用の許可を早々に得られるように、お手配

をされたらどうかというお願いもして、残り

２分少々です。 

 教育長、出番です。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）佐々木蔵之介さんと

天海祐希さんを招聘してのという提案をいた

だきました。提案として受けさせていただき

ますので、一応、聞かせていただきます。こ

れは、させていただきますと、今、即答する

ことはできません。ただ、岡潔先生の偉業と

いいますか、そういうのをたたえていくとい

うのは、私たち橋本市民の務めやと思ってい

ます。そういうふうな形で、今の提案は受け

させていただきます。 

○議長（岡 弘悟君）あと、二次使用の話で

すね。 

 経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）映像の二次使

用については、いろいろまた研究させていた

だかなあかんのですが、それを活用した物販

なんか、実は「真田丸」のときに、橋本市の

事業者がわざわざＮＨＫのほうに行って、版

権を無料で了解いただいてきました。そうい

うことから、「真田丸」のグッズをつくった

りすることができたんですが、あくまでも事

業所主体でそういうことをＮＨＫと交渉して、

そういった版権をとって、いろんなお土産も

のにできるのであれば、非常に私のところと

しても、観光案内所なんかで販売できればと

いうふうに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）続いて、東京橋本会へ

の呼びかけもよろしくお願いいたします。 
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 経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）東京橋本会に

関しましては、事前に数名の方にはお知らせ

させていただいておるんですが、本当に短期

間ですが、できるだけメール等でお知らせさ

せていただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）佐々木蔵之介さんをお

呼びして、ぜひ、子どもたちに夢とロマンの

ある講演会を開くことを希望して、終わりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時31分 休憩） 

     

 

 


